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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放送データを受信可能な携帯端末と、前記携帯端末とデータの送受信が可能なサーバと
を備えた放送受信システムであって、
　前記携帯端末は、放送データを受信する第１の放送受信部と、前記サーバとの間でデー
タの送受信が可能な第１の通信部と、前記第１の放送受信部により受信した放送データま
たは前記第１の通信部により受信したデータを記憶する第１の記憶部と、ユーザからの指
示を受け付ける入力部と、を備え、
　前記サーバは、放送データを受信する第２の放送受信部と、前記携帯端末との間でデー
タの送受信が可能な第２の通信部と、前記第２の放送受信部により受信した放送データを
記憶可能な第２の記憶部とを備え、
　前記携帯端末は、前記入力部によりユーザから録画を希望する放送番組が指示されると
、前記放送番組の録画を要求する番組予約情報を前記第１の通信部により前記サーバに送
信し、前記放送番組の開始時刻になると前記第１の放送受信部により受信した放送データ
を前記第１の記憶部に記憶し、前記第１の放送受信部による受信状態が悪くなったとき、
前記放送番組の放送データの送信を要求する送信要求情報を前記第1の通信部により前記
サーバに送信し、
　前記サーバは、前記携帯端末から前記番組予約情報を受信すると、前記番組予約情報に
対応する放送番組の放送データを前記第２の記憶部に記憶し、前記携帯端末から前記送信
要求情報を受信すると、前記第２の記録部から読み出したデータを前記第２の通信部によ
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り前記携帯端末に送信し、
　前記第１の記憶部は、前記第１の通信部により受信したデータと前記第１の放送受信部
により受信した放送データとを対応づけて記憶することを特徴とする放送受信システム。
【請求項２】
　前記送信要求情報は、前記放送番組の種別を示す識別情報と、前記第１の放送受信部に
よる受信状態が悪くなった時刻を示す時刻情報を含むことを特徴とする請求項１に記載の
放送受信システム。
【請求項３】
　前記放送番組の種別とは、放送番組名に関連した情報あるいは番組識別番号であること
を特徴とする請求項２に記載の放送受信システム。
【請求項４】
　前記第２の記憶部から読み出したデータは、前記第１の放送受信部により放送を受信で
きなかった期間の放送データであることを特徴とする請求項１ないし３のいずれかに記載
の放送受信システム。
【請求項５】
　前記第１の放送受信部は、アンテナと選局部を有し、
　前記受信状態が悪くなったときとは、前記アンテナが放送を受信できない状態あるいは
前記選局部が受信した放送を復調できない状態であることを特徴とする請求項１ないし４
のいずれかに記載の放送受信システム。
【請求項６】
　放送データを受信する放送受信部と、
　放送を録画可能なサーバとの間でデータの送受信が可能な通信部と、
　前記放送受信部により受信した放送データまたは通信部により受信したデータを記憶す
る記憶部と、
　ユーザからの指示を受け付ける入力部と、
　前記入力部により入力されたユーザからの指示に応じて前記放送受信部と前記通信部と
前記記憶部とを制御する制御部と、を備え、
　前記制御部は、前記入力部によりユーザから録画を希望する放送番組が指示されると、
前記放送番組の録画を要求する番組予約情報を前記通信部により前記サーバに送信し、前
記放送番組の開始時刻になると前記放送受信部により受信した放送データを前記記憶部に
記憶し、前記放送受信部による受信状態が悪くなったとき、前記放送番組の放送データの
送信を要求する送信要求情報を前記通信部により前記サーバに送信し、前記放送受信部に
より放送を受信できない、あるいは受信した放送を復調できない期間の放送データを前記
通信部により受信し、前記通信部により受信したデータと、前記放送受信部により受信し
た放送データとを対応づけて前記記憶部に記憶するように制御することを特徴とする携帯
端末。
【請求項７】
　前記送信要求情報は、前記放送番組の種別を示す識別情報と、前記放送受信部による受
信状態が悪くなった時刻を示す時刻情報を含むことを特徴とする請求項６に記載の携帯端
末。
【請求項８】
　前記放送番組の種別とは、放送番組名に関連した情報あるいは番組識別番号であること
を特徴とする請求項６に記載の携帯端末。
【請求項９】
　前記携帯端末は、前記記憶部に記憶された放送データまたはデータを再生する再生手段
を備え、
　前記放送受信部による受信状態が良くなったとき、前記放送受信部により受信したデー
タを前記記憶部に記憶し、
　前記再生手段は、前記記憶部から前記サーバから送信されたデータを再生した後に、前
記放送受信部により受信した放送データを再生することを特徴とする請求項６に記載の携
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帯端末。
【請求項１０】
　前記再生手段は、前記記憶部に記憶された放送データまたはデータを1倍速で再生する
第1の再生モードと、前記放送データまたはデータを１倍速を超える速度で再生する第2の
再生モードを有していることを特徴とする請求項９に記載の携帯端末。
【請求項１１】
　前記放送受信部はアンテナと選局部を有し、
　前記受信状態が悪くなったときとは、前記アンテナが放送を受信できない状態あるいは
前記選局部が受信した放送を復調できない状態であることを特徴とする請求項６ないし１
０のいずれかに記載の携帯端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、放送を受信可能な携帯端末及びサーバ、これらを用いた放送受信システムに
関する。
【背景技術】
【０００２】
　携帯電話機により所望のテレビ番組の録画予約がされると、サーバ装置は予約されたテ
レビ番組を録画する。そして、携帯電話機からテレビ番組の視聴要求を受けると、サーバ
装置は録画したテレビ番組のデータ形式を携帯電話機の表示部に適したデータ形式に変換
し、インターネットを介して携帯電話機に送信することが特許文献１に開示されている。
【０００３】
　また、放送内容を記録し、後に再生できるテレビ受像可能な携帯端末が特許文献２に開
示されている。
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－３３９０４１号公報
【特許文献２】特開２００３－３４８５１０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　1時間や2時間分のテレビ番組データの全てを通信回線を利用して受信すると、通信料金
が多くかかってしまうという問題がある。一方、携帯端末でテレビ番組を受信して録画す
る場合、携帯端末を保持したユーザが地下街等に移動することにより、放送受信状態が悪
くなると、ユーザが視聴を希望していたテレビ番組を録画できなくなるという問題がある
。
【０００６】
　本発明は、上記課題を解決し、携帯端末で放送を視聴するユーザの使い勝手を向上した
放送受信システムおよび、携帯端末、サーバを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明にかかる放送受信システムは、放送を受信可能な携
帯端末と、前記携帯端末とデータの送受信が可能なサーバとを備える。前記携帯端末は、
放送を受信する第１の放送受信部と、前記サーバとの間でデータの送受信が可能な第１の
通信部を有する。また、前記サーバは、放送を受信する第２の放送受信部と、前記携帯端
末との間でデータの送受信が可能な第２の通信部と、前記第２の放送受信部により受信し
たデータを記憶可能な第２の記憶部とを備える。そして、前記携帯端末は、前記第1の放
送受信部による受信状態が悪くなったとき、放送データの送信を要求する送信要求情報を
前記第1の通信部により前記サーバに送信し、前記サーバは、前記携帯端末から前記送信
要求情報を受信すると、前記第２の記録部から読み出したデータを前記第２の通信部によ
り前記携帯端末に送信する。
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【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、携帯端末で放送を視聴するユーザの使い勝手を向上した放送受信シス
テムおよび、携帯端末、サーバを提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　デジタル放送受信システムの一例を図面を用いて説明する。
【００１０】
　図１は、携帯端末及び録画代行サーバ、放送局からなるデジタル放送受信システムの一
例を説明するブロック図である。
【００１１】
　デジタル放送は、放送局１００から放送用送信アンテナ１０１を介して、送信される。
携帯端末１０３は、放送用受信アンテナ１０２を介して、デジタル放送を受信する。また
、携帯端末１０３は、ユーザにより録画を希望する番組に関する情報が入力されると、そ
の番組予約情報を保存するとともに、通信用送受信アンテナ１０４を介して、録画代行サ
ーバ１０５に送信する。
【００１２】
　録画代行サーバ１０５は、通信用送受信アンテナ１０６を介して、携帯端末１０３から
の番組予約情報を受信し、その番組予約情報に基づき、放送用受信アンテナ１０７を介し
て、デジタル放送を受信し、録画する。録画代行サーバ１０５によりデジタル放送を録画
した回数または時間に応じて、携帯端末１０３のユーザに課金しても良いし、録画回数等
によらず、一定期間に一定料金を課金するようにしても良い。
【００１３】
　保存された番組予約情報に基づいて携帯端末１０３にて番組を録画中に、デジタル放送
の受信状態が悪くなり、デジタル放送を受信できない未受信区間が発生することがある。
このような場合、番組終了後に、受信できなかった区間を示す未受信情報を、通信用送受
信アンテナ１０４を介して、録画代行サーバ１０５に送信する。
【００１４】
　録画代行サーバ１０５は、通信用送受信アンテナ１０６を介して、携帯端末１０３から
未受信情報を受信し、その未受信情報に基づき、未受信区間のデータのみを通信用送受信
アンテナ１０６を介して、携帯端末１０３に送信する。
【００１５】
　このように、未受信区間のデータのみが、携帯端末１０３に送信されるので、デジタル
放送の番組全体を送受信する場合に比べて、通信回線を介して送受信するのデータ量及び
通信時間を減らすことができる。これにより、ユーザに課金される通信料金を減少させる
ことができるとともに、占有率を低減し、通信回線を有効に使うことができる。
【００１６】
　図２は、携帯端末１０３の内部構成の一例を示すブロック図である。図１と同一物は同
一符号を付し、説明を省略する。
【００１７】
　制御部２０１は、CPU（Central Processing Unit）等により構成され、携帯端末１０３
全体の制御を行う。操作部２０２は番号キーやファンクションキーを含む複数のキーから
構成され、ユーザからの指示を受け付ける。選局部２０３は、デジタル放送を選局するた
めのチューナであり、受信したデジタル放送を復調し、デジタルデータを出力する。なお
、この復調には、放送に含まれる誤り訂正符合を用いた誤り訂正も含まれる。無線通信部
２０８は、CDMA（Code Division Multiple Access）モデム等の無線通信を行うモデムで
ある。
【００１８】
　制御部２０１の動作プログラム等を保存する記憶部２０４、受信したデジタル放送番組
を録画保存する番組保存部２０５、予約録画する番組の番組情報を保存する番組予約情報
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保存部２０６、番組の未受信区間の時刻情報を保存する未受信情報保存部２０７は、それ
ぞれ別のRAM（Random Access Memory）等のメモリであっても良いし、１つのメモリの中
に記憶部２０４、番組保存部２０５等を設けるようにしても良い。また、メモリカードな
どの取り外し可能な外部記憶媒体を用いるようにしても良い。例えば、番組保存部２０５
を外部記憶媒体とし、他の記憶部２０４等をRAMで構成するようにしても良い。番組保存
部２０５を外部記憶媒体とし、複数の媒体を取り替えて用いることができるようにするこ
とにより、多くのデジタル放送番組データを保存することができる。
【００１９】
　映像復号部２０９は圧縮された映像データを復号するデコーダー、表示部２１０は映像
復号部２０９で復号された映像を表示する液晶モニタ等のディスプレイである。音声復号
部は圧縮された音声データを復号するデコーダー、音声出力部２１２は音声復号部２１１
で復号された音声を出力するスピーカである。なお、表示部２１０をユーザがペンや指を
用いてディスプレイの画面を触ることにより、文字や数字、ユーザ指示を入力可能なタッ
チパネル方式にしても良い。これにより、ユーザは使用状況や入力する情報に応じて、操
作部２０２あるいは表示部２１０を使い分けることができる。また、携帯端末を小型化す
るために、操作部２０２を省略しても良い。
【００２０】
　デジタル放送を、放送用受信アンテナ１０２及び選局部２０３を介して受信すると、記
憶部２０４に一時保存する。一時保存されたデジタル放送データは、制御部２０１の制御
で圧縮映像データと圧縮音声データに分離する。圧縮映像データは、映像復号部２０９に
て復号し、表示部２１０にて表示する。また、圧縮音声データは、音声復号部２１１にて
復号し、音声出力部２１２にて音声として出力する。
【００２１】
　デジタル放送番組を録画する場合は、デジタル放送データを番組保存部２０５に保存す
る。通信用送受信アンテナ１０４及び無線通信部２０８を介して、受信したデジタルデー
タは、記憶部２０４に一時保存される。一時保存されたデジタルデータは、制御部２０１
によりで、データを分離し、メール等の文字データの場合は表示部２１０にて表示し、通
話等の音声データの場合は、音声出力部２１２にて音声として出力する。また、制御部２
０１の制御により、記憶部２０４等に保存されたデータを読出し、通信用送受信アンテナ
１０４及び無線通信部２０８を介してデジタルデータとして送信する。
【００２２】
　図３は、録画代行サーバ１０５の内部構成の一例を示すブロック図である。図１と同一
物は同一符号を付して、説明を省略する。
【００２３】
　制御部３０１は録画代行サーバ１０５全体の制御を行うCPUであり、選局部３０２はデ
ジタル放送を選局するためのチューナ、無線通信部３０７は無線通信を行うモデムである
。制御部３０１の動作プログラム等を保存する記憶部３０３、デジタル放送番組の番組予
約情報を保存する番組予約情報保存部３０４、受信したデジタル放送番組を録画保存する
番組保存部３０５、録画保存された番組の時刻情報を保存する時刻情報保存部３０６は、
RAM等のメモリで構成される。なお、記憶部３０３等をそれぞれ別のメモリで構成するこ
とに限定するものではなく、１つのメモリの中に構成しても良い。但し、大容量のデジタ
ル放送データの保存を可能にするためには、番組保存部３０５をハードディスク等の別の
メモリにすることが望ましい。
【００２４】
　録画代行サーバ１０５は、通信用送受信アンテナ１０６及び無線通信部３０７を介して
、携帯端末１０３から送信された番組予約情報を受信し、番組予約情報保存部３０４に保
存する。番組予約情報に基づき、放送用受信アンテナ１０７を介して、デジタル放送を受
信し、番組保存部３０５に録画保存する。また、録画保存された番組に関する時刻情報は
、時刻情報保存部３０６に保存する。
【００２５】
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　録画代行サーバ１０５は、通信用送受信アンテナ１０６及び無線通信部３０７を介して
、携帯端末１０３から未受信情報を受信する。未受信情報に基づき、携帯端末１０３で受
信できなかった区間のデータのみを通信用送受信アンテナ１０６及び無線通信部３０７を
介して、携帯端末１０３に送信（データ転送）する。
【００２６】
　図４は、携帯端末１０３における、番組録画予約処理の一例を示したフローチャートで
ある。この番組録画予約処理を実行するためのプログラムは記憶部２０４に保存され、こ
のプログラムに基づいて制御部２０１が処理を実行する。
【００２７】
　ユーザから番組予約モードへの切換指示が入力されると、録画予約処理が開始される（
ステップ４００）。ユーザは操作部２０２を用いて録画を希望するデジタル放送番組を選
択する（ステップ４０１）。例えば、電子番組ガイド（ＥＰＧ：Electronic Program Gui
de）用いて、図９に示すような番組選択画面を表示し、ユーザはこの画面の中から任意の
番組を選択する。図９の例では、ＹＹＹＴＶの１９：００（午後７時）から番組が開始さ
れるホームドラマが選択されている。なお、電子番組ガイドは、放送局１００あるいは録
画代行サーバ１０５から送信されたものを事前に番組予約情報保存部２０６に記憶し、こ
れを用いて番組選択画面を表示しても良いし、ユーザが番組予約モードに切り換えたとき
に放送局１００等から受信するようにしても良い。また、図示せざるインターネット網を
介して入手しても良い。
【００２８】
　番組が選択されると、電子番組ガイドに含まれる情報を用いて、番組開始時刻の設定（
ステップ４０２）、および番組終了時刻の設定（ステップ４０３）をそれぞれ行い、番組
予約情報を生成する。生成された番組予約情報は、番組予約情報保存部２０６に保存され
る。そして、携帯端末１０３は、番組予約情報を録画代行サーバ１０５に送信し（ステッ
プ４０４）、録画代行サーバ１０５からの予約確認情報を受信し（ステップ４０５）、録
画予約処理を終了する（ステップ４０６）。
【００２９】
　図１１は、図９に示す番組選択画面でホームドラマを選択した場合に生成された番組予
約情報の一例を示している。受信チャンネルをＸＸｃｈ、放送局名をＹＹＹＴＶ、番組識
別番号をＮＮ、番組名をホームドラマ、放送番組開始時刻を１９：００（午後７時）、放
送番組終了時刻を２０：００（午後８時）に設定している。なお、項目及び内容について
は、図１１の例に限定するものではない。例えば、受信チャンネルと、放送番組開始時刻
と、放送番組継続時間でも良いし、番組識別番号だけであっても良い。
【００３０】
　本実施例では、番組予約情報として、番組配列情報であるＳＩ（Service Information
）情報から生成される電子番組ガイドの情報を使用しているが、これに限定するものでは
なく、ユーザが操作部２０２を用いて、受信チャンネル、録画開始時刻、録画終了時刻、
番組識別情報をそれぞれ入力しても良い。ただし、ＳＩ情報を利用すると、野球中継延長
等で放送時刻の変更された場合、番組識別番号からその変更を知ることができ、録画ミス
を防ぐことができる。
【００３１】
　図５は、携帯端末１０３における、デジタル放送受信録画処理の一例を示したフローチ
ャートである。番組録画予約処理と同様に、本処理を実行するためのプログラムは記憶部
２０４に保存され、制御部２０１により実行される。
【００３２】
　番組録画予約が設定されると、処理が開始される（ステップ５００）。制御部２０１は
、番組録画予約処理で設定された番組開始時刻になったかどうかを検出し（ステップ５０
１）、番組開始時刻に達したら、録画を開始し、番組保存部２０５に順次録画保存する（
ステップ５０２）。
【００３３】
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　録画保存中は、受信不良が発生したかどうかを常時監視する（ステップ５０３）。受信
不良が発生した状態とは、放送用受信アンテナ１０２が放送データを受信できない状態あ
るいは選局部２０３が受信したデジタル放送を復調できない状態である。放送を正常受信
中の場合、番組終了時刻に達しているかどうか判断し（ステップ５０４）、番組終了時刻
に達していない場合は番組保存部２０５への録画保存を継続する。番組終了時刻に達して
いる場合には、録画を終了する（ステップ５０５）。
【００３４】
　一方、受信不良が発生した場合は、受信不良の開始時刻を未受信開始時刻として未受信
情報保存部２０７に保存する（ステップ５０７）。この場合は、番組保存部２０５への録
画保存を中断する。受信不良中に番組終了時刻に達すると（ステップ５０８）、録画保存
の終了処理を行い（ステップ５０５）、デジタル放送受信録画処理を終了する（ステップ
５０６）。この場合、番組終了時刻を未受信終了時刻として未受信情報保存部２０７に保
存する。番組終了時刻に達していない場合、受信不良が継続しているかどうかを判断し（
ステップ５０９）、受信不良が継続している場合はステップ５０８に移行する。
【００３５】
　ステップ５０９で受信不良が解消して正常受信になったと判断された場合、判断したと
きの時刻を未受信終了時刻として未受信情報保存部２０７に保存し（ステップ５１０）、
番組保存部２０５への録画を再開する。なお、正常受信状態とは、放送用受信アンテナ１
０２が放送データを受信し、かつ、選局部２０３が受信したデジタル放送を復調し、デジ
タルデータを出力できる状態である。
【００３６】
　図１２は、未受信情報の一例を示す。未受信情報は、放送番組開始時刻、未受信開始時
刻、未受信終了時刻、放送番組終了時刻を有しており、放送番組受信中に、受信不良が１
回発生し、放送番組の未受信区間がｔ２からｔ３であることを意味している。例えば、未
受信区間が2回以上発生した場合には、１つの未受信情報の中に、複数組の未受信開始時
刻と未受信終了時刻を含めるようにしても良いし、未受信区間が発生する毎にそれぞれ未
受信情報を生成するようにしても良い。なお、受信不良中に番組終了時刻に達した場合は
、番組終了時刻ｔ４がそのまま未受信終了時刻ｔ４となる。
【００３７】
　なお、項目及び内容については、図１２の例に限定するものではない。例えば、未受信
開始時刻と、未受信終了時刻だけでも良い。
【００３８】
　図６は、携帯端末１０３における、未受信区間のデータ取得処理の一例を示したフロー
チャートである。他の処理プログラムと同様に、本処理を実行するためのプログラムは記
憶部２０４に保存され、このプログラムに基づいて制御部２０１が処理を実行する。
【００３９】
　録画終了後に未受信区間のデータ取得処理を開始する（ステップ６００）。なお、デー
タ取得処理は録画終了後に自動的に開始するようにしても良いし、ユーザからの要求を待
って開始するようにしても良い。
【００４０】
　未受信情報保存部２０７に保存されている未受信情報により、録画保存したファイルに
未受信区間があるかどうかを判断する（ステップ６０１）。未受信区間が無いと判断され
た場合は、処理を終了する（ステップ６０２）。
【００４１】
　一方、未受信区間があると判断された場合は、未受信情報保存部２０７に保存されてい
る未受信情報を録画代行サーバ１０５に送信し（ステップ６０３）、録画代行サーバ１０
５から未受信区間のデータを受信（データ転送）する（ステップ６０４）。ステップ６０
４で、録画代行サーバ１０５から受信した未受信区間のデータは、番組保存部２０５に保
存されている録画保存ファイルに挿入し（ステップ６０５）、欠落の無い録画保存ファイ
ルとして完成する。
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【００４２】
　未受信区間データを録画保存ファイルに挿入する方法について、図７を用いて説明する
。
【００４３】
　図７(a)は、デジタル放送番組を録画中に受信不良が発生した場合の録画保存ファイル
の一例を示すものである。本例では、放送番組開始時刻ｔ１より録画保存を開始したが、
時刻ｔ２で受信不良が発生したので、時刻ｔ１から時刻ｔ２までの録画ファイルとして、
ファイルｔ１（ZZZ_t1.dtv）７０１を保存する。その後、時刻ｔ３で受信不良が改善した
ので、時刻ｔ３から録画保存を開始し、放送番組終了時刻ｔ４に至るまでの録画ファイル
として、ファイルｔ３（ZZZ_t3.dtv）７０２を保存している。時刻ｔ２から、時刻ｔ３ま
では、未受信区間となる。図７(ｂ)は、録画代行サーバ１０５から、未受信区間のデータ
を受信（データ転送）し、生成された録画ファイルｔ２（ZZZ_t2.dtv）７０３を示してい
る。
【００４４】
　この録画ファイルｔ２（ZZZ_t2.dtv）７０３を、録画ファイルｔ１（ZZZ_t1.dtv）７０
１と、録画ファイルｔ３（ZZZ_t3.dtv）７０２の間に挿入することにより、放送番組開始
時刻ｔ１から放送番組終了時刻ｔ４までのデジタル放送全体のデータファイルを生成する
ことができる。具体的には、録画ファイルｔ１（ZZZ_t1.dtv）７０１と、録画ファイルｔ
２（ZZZ_t2.dtv）７０４と、録画ファイルｔ３（ZZZ_t3.dtv）７０２のヘッダーに録画さ
れたデータの放映時刻を示す情報を記録し、これらの情報を用いて録画ファイルを放映順
に順次連結し、図７（ｃ）に示す録画ファイル（ZZZ.dtv）７０５を生成する。
【００４５】
　なお、録画ファイルに記録する情報はヘッダーに記録した放映時刻を示す情報に限定す
るものではなく、番組先頭からの位置を示すＴＳ（Transport Stream）パケットのパケッ
ト番号を示す情報や、プログラム時刻基準値であるＰＣＲ（Program, Clock Reference）
、表示時刻を示すタイムスタンプであるＰＴＳ（Presentation Time Stamp）などを用い
ても良い。
【００４６】
　図８は、録画代行サーバ１０５における未受信区間データの送信処理の一例を示したフ
ローチャートである。本処理を実行するためのプログラムは記憶部３０３に保存され、制
御部３０１により実行される。
【００４７】
　録画代行サーバ１０５は、携帯端末１０３から番組予約情報を、通信用送受信アンテナ
１０６及び無線通信部３０７を介して受信すると（ステップ８０１）、予約確認情報を携
帯端末１０３に送信する（ステップ８０２）。なお、受信した番組予約情報は、番組予約
情報保存部３０４に保存する。
【００４８】
　番組予約情報保存部３０４に保存した番組予約情報に基づき、選局部３０２の受信チャ
ンネルを設定し、放送番組開始時刻に達すると、放送用受信アンテナ１０７及び選局部３
０２を介して、デジタル放送を受信し、番組保存部３０５に録画保存する（ステップ８０
３）。
【００４９】
　携帯端末１０３から未受信情報を受信すると（ステップ８０４）、番組時刻情報保存部
３０６に保存されている録画保存された番組の時刻情報を用いて、番組保存部３０５に録
画保存されている録画保存ファイルから該当する未受信区間のデータを抽出する（ステッ
プ８０５）。抽出したデータを通信用送受信アンテナ１０６及び無線通信部３０７を介し
て、録画機能付デジタル放送受信携帯端末１０３に送信（データ転送）する（ステップ８
０６）。
【００５０】
　録画代行サーバ１０５では、録画保存した時点から、予め設定された一定時間が経過す
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ると、録画保存したファイルを削除する（ステップ８０６）。
【００５１】
　なお、本実施例では、携帯端末１０３は、番組終了後に未受信情報を送信したが、通信
回線で信号を送信可能な状態であれば、放送を受信できない状態になったときに、未受信
区間の開始を示す未受信開始時刻情報を送信し、受信できる状態になったときに未受信区
間の終了を示す未受信終了時刻情報を送信するようにしても良い。この場合、録画代行サ
ーバ１０５は、一定期間、例えば９０分間ユーザから開始情報を受信しない場合は、録画
した情報を順次消去していくようにしても良い。この場合、録画代行サーバ１０５は番組
全体を録画しておく必要がない。あるいは、受信できる状態になったときに、携帯端末１
０３から開始情報と終了情報を含めた未受信情報を送信するようにしても良い。
【００５２】
　また、上記した実施例では、番組終了後に未受信データを録画代行サーバから受信した
が、受信不良が改善されたら、番組終了を待たずに、未受信データを録画代行サーバから
受信するようにしてもよい。この場合は、未受信データを補充した録画保存ファイルの生
成が、録画保存中もしくは録画保存終了後直ちに行うことができるので、上記実施例に比
べて、未受信データを補充した録画保存ファイルを速く生成することができる。
【００５３】
　次に、録画しないでデジタル放送を視聴している途中に受信不良に陥った場合の処理方
法を説明する。
【００５４】
　図１０は、携帯端末１０３での番組視聴処理の一例を示すフローチャートである。本処
理を実行するプログラムは、記憶部２０４に保存され、制御部２０１により実行される。
【００５５】
　放送受信を開始すると（ステップ１０００）、視聴している番組が終了したかどうかを
検出し（ステップ１００１）、終了していない場合は放送の受信状態の検出を行う（ステ
ップ１００２）。
【００５６】
　受信しているデジタル放送の受信不良が発生したことを検出すると（ステップ１００２
）、受信不良が発生した時刻を示す時刻情報や番組情報等を有する未受信開始情報を録画
代行サーバ１０５に送信する（ステップ１００３）。番組情報は、受信チャンネルや番組
名、番組を識別する番号やコードである。未受信開示情報を受信した録画代行サーバ１０
５は録画を開始する。なお、受信不良状態の最中に番組が終了した場合には、デジタル放
送受信を終了し、時刻情報や番組情報等からなる未受信終了情報を録画代行サーバに送信
する。
【００５７】
　受信不良の改善を検出すると（ステップ１００４）、受信したデジタル放送の録画を開
始し、録画データを番組保存部２０５に保存する（ステップ１００５）。そして、受信不
良が終了した時刻を示す時刻情報や番組情報からなる未受信終了情報を録画代行サーバ１
０５に送信し（ステップ１００６）、録画代行サーバ１０５から未受信データを受信する
（ステップ１００７）。受信した未受信データは番組保存部２０５に保存する。なお、録
画代行サーバからの未受信データと録画保存した番組（録画保存ファイル）とを結合して
、録画保存ファイルとしても良い。
【００５８】
　録画代行サーバ１０５から未受信データを受信すると、表示部２１０に例えば「番組の
視聴を再開しますか？」等のメッセージを表示し、ユーザに視聴を再開するかどうかの確
認を求める（ステップ１００８）。ユーザが視聴を希望しない場合には、番組終了を検出
すると（ステップ１００９）、録画を終了し（ステップ１０１０）、放送受信を終了する
（ステップ１０１０）。
【００５９】
　ユーザが視聴を希望する場合には、タイムシフト再生を行うか、時短再生を行うかの確
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認をユーザに求める（ステップ１０１２）。ここで、タイムシフト再生とは、番組終了ま
で録画を継続しつつ、通常の再生速度で、録画代行サーバ１０５から受信したデータと携
帯端末１０３で録画したデータを順次再生する方法である。また、時短再生とは、放送さ
れている番組に追いつくまでは、録画代行サーバ１０５から受信したデータと携帯端末１
０３で録画したデータを2倍速で再生し、放送されている番組に追いついてからはデジタ
ル放送の視聴に切り換える方法である。なお、時短再生は2倍速に限られず、１倍速を超
える速度であれば良く、１．１倍速や、3倍速以上の再生速度で行っても良い。また、時
短再生として、番組の中のダイジェスト部分のみを再生するようにしてもよい。例えば、
スポーツ番組の場合には、観客の歓声等の音声が所定以上になっている部分のみを再生す
る。
【００６０】
　ユーザが時短再生を選択すると、先ず録画代行サーバ１０５からの未受信データを2倍
速で再生し、未受信データの再生が終了すると、携帯端末１０３で録画しているデータの
2倍速再生を開始する（ステップ１０１３）。
【００６１】
　そして、再生データのTS（Transport Stream）パケットのパケット番号（番組先頭から
の位置を示すＴＳパケットのパケット番号）と、受信中のデジタル放送のパケット番号と
を比較する（ステップ１０１４）。再生データのパケット番号が受信放送のパケット番号
に一致したもしくは近づいた場合は、録画データの再生が受信中のデジタル放送に再生が
追いついたと判断し、デジタル放送の視聴に切換、録画を終了する（ステップ１０１５）
。そして、番組が終了すると（ステップ１０１６）、放送受信を終了する（ステップ１０
１１）。なお、本実施形態では、録画データの再生が受信中のデジタル放送に再生が追い
ついたかどうかを判断するために、番組先頭からの位置を示すTSパケットのパケット番号
を用いたが、これに限定するものではなく、プログラム時刻基準値であるＰＣＲ（Progra
m, Clock Reference）、表示時刻を示すタイムスタンプであるＰＴＳ（Presentation Tim
e Stamp）を用いて判断しても良い。デジタル放送の視聴に移行した場合に、番組保存部
２０５に録画保存した録画保存ファイルを自動的に消去するようにしても良い。これによ
り、番組保存部２０５の記憶容量を有効に使用することができる。
【００６２】
　ユーザがタイムシフト再生を選択した場合には、通常の再生速度で、録画代行サーバ１
０５から受信したデータと携帯端末１０３で録画したデータを順次再生する（ステップ１
０１７）。そして、番組が終了すると（ステップ１０１８）、録画を終了するとともに放
送受信を終了する（ステップ１０１９）。そして、録画したデータを終わりまで再生する
と、再生を終了する（ステップ１０２０）。
【００６３】
　なお、本実施例では、携帯端末１０３のデジタル放送の受信状態が良好になった後に録
画代行サーバ１０５から未受信データを受信し、受信したデータの再生をしているが、こ
れに限定するものではない。未受信開始情報を送信後に、録画代行サーバ１０５から順次
デジタル放送データを受信し、受信したデータが所定以上になったときに、ユーザに視聴
を開始するかどうか確認を求め、受信状態が良好になる前であっても、再生を開始するよ
うにしても良い。
【００６４】
　なお、以上説明したデジタル放送受信システムでは、録画代行サーバを放送局とは別に
設けたが、放送局が録画代行サーバ機能を備えるようにしても良い。また、専用の録画代
行サーバではなく、受信状態の変動が少ない場所でデジタル放送を受信できかつ録画でき
る装置（例えば、他の録画機能付デジタル放送受信携帯端末）を録画代行サーバとして用
いても良い。また、放送局が、全番組もしくは主要な番組を録画保存し、ユーザの要求に
応じて、未受信情報に基づき、未受信区間のデータを提供しても良い。
【００６５】
　また、上記実施例では、無線通信網を用いたが、有線通信網を利用することも出来る。
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例えば、録画代行サーバとインターネット網で接続したＰＣからダウンロードする方法等
を利用しても良い。また、受信不良が発生した場合に限らず、携帯端末の電池残量が少な
くなり、正常な受信が出来なくなる、あるいは録画できなくなる可能性がある場合に、録
画代行サーバに録画依頼をするようにしても良い。
【００６６】
　デジタル放送には、地上波によるデジタル放送や、人工衛星を介したデジタル放送があ
るが、無線によるデジタル放送であることについては同じであり、本発明が適用できる。
【００６７】
　なお、携帯端末は、ユーザが保持するものだけに限られず、自動車に搭載する車載用途
の携帯端末も含むものである。
【図面の簡単な説明】
【００６８】
【図１】デジタル放送受信システムの１例を示すブロック図である。
【図２】携帯端末の内部構成の一例を示すブロック図である。
【図３】録画代行サーバの内部構成の一例を示すブロック図である。
【図４】携帯端末における番組録画予約処理の一例を示したフローチャートである。
【図５】携帯端末におけるデジタル放送受信録画処理の一例を示したフローチャートであ
る。
【図６】携帯端末における未受信区間のデータ取得処理の一例を示したフローチャートで
ある。
【図７】未受信区間データを録画保存ファイルに挿入する方法を説明する為の模式図であ
る。
【図８】録画代行サーバにおける未受信区間データの送信処理の一例を示したフローチャ
ートである。
【図９】携帯端末に表示する番組選択画面の一例を示す図である。
【図１０】携帯端末における番組視聴処理の一例を示すフローチャートである。
【図１１】番組予約情報の一例を示す図である。
【図１２】未受信情報の一例を示す図である。
【符号の説明】
【００６９】
１００：放送局
１０１：放送用送信アンテナ
１０２、１０７：放送用受信アンテナ
１０３：携帯端末
１０４、１０６：通信用送受信アンテナ
１０５：録画代行サーバ
２０１：制御部
２０３：選局部
２０５：番組保存部
２０６：番組予約情報保存部
２０７：未受信情報保存部
３０１：制御部
３０２：選局部
３０５：番組保存部
３０４：番組予約情報保存部
３０５：番組時刻情報保存部
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